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令和5年二十歳を祝う会該当者名簿　　敬称略� 該当者数25名

⃝ 下分地区 ⃝ ⃝ 鬼籠野地区 ⃝ ⃝ 広野地区 ⃝
1 中　村　祐　介 東 稲 原 1 佐々木　涼　葉 一 ノ 坂 1 尾　道　海　秀 歯 ノ 辻

計1人 2 西　野　智　稀 一 ノ 坂 2 尾　道　蒼　純 歯 ノ 辻
3 橋　本　幸　奈 東 分 3 樫　本　千　晶 南馬喰草

⃝ 神領地区 ⃝ 4 DO�HOAI�THU 小 原 4 川　村　未　来 歯 ノ 辻
1 尾木原　康　平 北 5 NGUYEN�TUAN�THANH 小 原 5 國　方　　　綾 南行者野
2 影　　　龍　昌 本 上 角 計5人 6 佐　藤　和歌菜 下 地
3 金　原　大　梧 北 7 鳥　庭　宏　仁 南行者野
4 下　窪　美　波 川 北 ⃝ 左右内地区 ⃝ 8 花　井　咲　月 橘 谷
5 滝　上　えみり 北 1 西　内　志　月 南 峯 9 細　井　洸　樹 歯 ノ 辻
6 原　　　圭　佑 北 計1人 10 森　本　悠　仁 広 野

計6人 11 山　口　紗哉翔 下 地
⃝ 阿川地区 ⃝ 計11人

1 植　村　玲　生 本 名
計1人

令和 5年二十歳を祝う会

記念品を受け取る　西内　志月さん 二十歳の誓いを述べる　橋本　幸奈さん 謝辞を述べる　植村　玲生さん

神山町二十歳を祝う会神山町二十歳を祝う会
◦ 令和 5年 ◦

令和 5年神山町二十歳を祝う会が 1月 2日（月）に神山町農村環境改善センターで開催されました。
今年の該当者は25名でした。華やかな晴れ着に身を包んだ出席者のみなさんは、今まで支えてくれ
た方々との絆や神山町への想いを深め、決意を新たにしました。同級生との久しぶりの再会に話を
弾ませたり、写真を撮ったりする姿も見られました。
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令
和
4
年
12
月
8
日
か
ら
12
月
16
日

ま
で
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
令
和
4
年
度
一
般

会
計
予
算
の
ほ
か
7
議
案
を
審
議
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
1
件
に
つ
い
て
不
採
択
さ

れ
ま
し
た
。
広
報
か
み
や
ま
で
は
、
議

案
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。補

正
予
算

■�

令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
6
号
）

　
今
回
の
議
会
で
可
決
さ
れ
た
予
算
で

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
16
億
4

�
2
�4�

1
万
3
千
円
を
追
加
し
、
総
額
86
億
3

6
6
4
万
6
千
円
と
し
ま
し
た
。
今
回

追
加
さ
れ
た
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
。

　
神
山
町
新
設
学
校
施
設
整
備
等
補
助

金
（
歳
出
1
億
1
5
0
0
万
円
）・・・

神
山
町
ふ
る
さ
と
納
税
指
定
寄
付
金
よ

り
神
山
ま
る
ご
と
高
専
校
舎
建
設
等
に

対
す
る
補
助
金

　
私
立
学
校
等
運
営
費
補
助
金
（
歳
出

1
億
1
0
0
0
万
円
）・
・
・
神
山
町

ふ
る
さ
と
納
税
指
定
寄
付
金
よ
り
神
山

ま
る
ご
と
高
専
1
年
生
の
奨
学
金
の
た

め
の
補
助
金

　
中
学
校
体
育
館
建
設
工
事
（
歳
出
4

0
0
0
万
円
）・
・
・
設
計
完
了
に
伴

い
材
料
費
等
再
計
算
し
た
結
果
不
足
分

を
計
上
す
る
も
の
。

■�

令
和
4
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
今
回
の
議
会
で
可
決
さ
れ
た
予
算
で

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
2
5
万
円

を
追
加
し
、
総
額
7
億
9
1
4
7
万
5

千
円
と
し
ま
し
た
。

■�

令
和
4
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
3
号
）

　
今
回
の
議
会
で
可
決
さ
れ
た
予
算
で

は
増
減
は
無
く
、
人
件
費
等
特
別
会
計

内
の
調
整
を
す
る
も
の
。

■�

令
和
4
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
3
号
）

　
今
回
の
議
会
で
可
決
さ
れ
た
予
算
で

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
45
万
4
千
円

を
追
加
し
、
総
額
10
億
8
2
4
8
万
9

千
円
と
し
ま
し
た
。

■�

令
和
4
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　
今
回
の
議
会
で
可
決
さ
れ
た
予
算
で

は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
69
万
8
千
円

を
追
加
し
、
総
額
1
億
2
9
6
0
万
7

千
円
と
し
ま
し
た
。

■�

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
国
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
が
さ
れ
た
た
め
、

期
末
手
当
に
つ
い
て
、
国
の
規
定
に
合

わ
せ
る
も
の
。

■�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　
国
か
ら
地
方
公
務
員
の
給
与
改
正
に

関
す
る
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
通
知
に

よ
り
、
職
員
の
給
与
、
月
額
及
び
期
末

勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を
改
正
す
る
も

の
。

■�

神
山
町
議
会
議
員
及
び
神
山
町
長
の

選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
営
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
公
職
選
挙
法
施
行
例
の
一
部
が
改
正

施
行
さ
れ
た
た
め
。

■�

「
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て
多
様

な
学
習
機
会
の
確
保
の
た
め
の
経
済

的
支
援
制
度
の
確
立
を
求
め
る
意
見

書
」
の
採
択
を
求
め
る
請
願
書

　
請
願
を
採
択
す
る
に
賛
成
者
1
名
、

反
対
者
6
名
に
よ
り
不
採
択
。

　
11
月
4
日
、
神
山
町
議
場
で
神
山
中

学
校
3
年
生
23
人
の
議
員
に
よ
る
神
山

中
学
生
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
模
擬
町
議
会
を
体
験
す
る
こ
と

に
よ
り
、
町
政
を
身
近
に
感
じ
、
地
方

自
治
の
姿
の
一
端
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

神
山
町
民
と
し
て
の
自
覚
と
郷
土
を
愛

す
る
心
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
「
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
10
人

の
議
員
か
ら
体
育

館
の
建
設
、
鮎
喰

川
の
保
全
、
生
活

環
境
の
改
善
な
ど

に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
、
町
長
、
教

育
長
、
各
課
職
員

が
答
弁
し
ま
し
た
。

神
山
町
議
会

12 

月 

定 

例 

会

�

8
議
案
を
可
決
　
1
請
願
を
不
採
択

神
山
中
学
生
議
会

11 令和 5年 1月15日発行



Information from Kamiyama Town Hall

役場からのお知らせ

総
務
課

町
長
表
彰
の
候
補
者
を

募
集
し
ま
す

　
神
山
町
で
は
、
広
く
町
民
の
方
に
敬

愛
さ
れ
、
町
民
の
方
に
明
る
い
希
望
と

活
力
を
与
え
る
こ
と
に
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
方
に
対
し
、
平
成
21
年
度
か
ら

「
神
山
町
長
表
彰
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
人
名
救
助
や
社
会
福
祉
等
の
振
興

に
功
績
の
あ
る
候
補
者
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
令
和
5
年
1
月
31
日
ま
で
に
総
務

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

商
品
券
と
温
泉
券
の

使
用
期
限
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
物
価
高
騰
な
ど

の
影
響
を
受
け
て
い
る
住
民
生
活
の
支

援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
町
内

で
使
用
出
来
る
神
山
町
生
活
応
援
商
品

券（
黄
色
）及
び
神
山
温
泉
入
浴
チ
ケ
ッ

ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
神
山
町
生
活
応
援
商
品
券
（
緑
色
）

を
追
加
配
布
し
ま
し
た
が
、
受
取
さ
れ

て
い
な
い
方
が
お
ら
れ
ま
す
。
神
山
町

役
場
総
務
課
に
て
保
管
し
て
お
り
ま
す

の
で
、対
象
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
使
用
期
限
は

商
品
券
・
入
浴

チ
ケ
ッ
ト
い
ず

れ
も
令
和
5
年

2
月
28
日
と

な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
早

め
に
お
使
い
く

だ
さ
い
。

教
育
委
員
会

令
和
5
年
度
神
山
町
奨
学
資
金

貸
与
生
の
募
集
に
つ
い
て

1
．
資
格

・��

高
等
学
校
入
学
前
ま
で
、
1
年
以
上

引
き
続
い
て
本
町
に
在
住
し
て
い
た

者
・��

保
護
者
が
本
町
に
在
住
す
る
者

・��

修
学
意
欲
の
あ
る
者

・��

就
学
の
経
済
的
負
担
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
者

2
．
貸
付
額

・�

高
校
、
高
専
（
1
～
3
年
生
）
等
の

生
徒�　
月
額
2
万
円
ま
た
は
3
万
円

・�

大
学
院
、大
学
、高
専
（
4・5
年
生
）

等
の
学
生　
月
額
3
万
円
、
4
万
円

ま
た
は
5
万
円

3
．
申
請
の
た
め
に
必
要
な
書
類

　
奨
学
資
金
貸
与
願
、
奨
学
生
推
せ
ん

調
書
ま
た
は
成
績
証
明
書
、
住
民
票
謄

本
、
町
税
等
の
証
明
願

※�

必
要
な
書
類
の
様
式
は
、神
山
町
教

育
委
員
会
、神
山
中
学
校
に
あ
り
ま
す
。

　
審
査
の
結
果
、決
定
し
た
場
合
に
は
2

人
の
連
帯
保
証
人
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※�

う
ち
1
人
に
つ
い
て
は
別
世
帯
の
方
。

※�

祖
父
母
等
の
年
配
者
に
よ
る
連
帯
保

証
人
は
不
可
。

4
．
募
集
期
間

　
令
和
5
年
3
月
20
日
（
月
）
か
ら
4

月
14
日
（
金
）（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

神
山
町
奨
学
資
金
制
度
に
償
還

の
特
例
を
定
め
て
い
ま
す
！

　
平
成
28
年
4
月
よ
り
、
現
在
の
神
山

町
奨
学
資
金
制
度
に
ふ
る
さ
と
定
住
促

進
を
目
的
と
し
た
奨
学
資
金
の
償
還
の

特
例
が
施
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
若
者
等
の
ふ
る
さ
と
定
住
と
人
口
の

増
加
を
図
り
、
神
山
町
の
活
性
化
促
進

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

1
．
対
象
者

　
10
年
間
を
償
還
期
間
と
し
て
年
賦
償

還
す
る
者
で
、
本
人
ま
た
は
そ
の
保
護

者
に
町
税
そ
の
他
町
の
収
入
に
係
る
滞

納
が
な
い
者
。

2
．
償
還
の
特
例
と
は

　
当
該
年
度
の
前
年
度
の
1
月
1
日
現

在
の
住
所
を
神
山
町
に
有
し
、
居
住
の

事
実
が
確
認
で
き
た
場
合
、
当
該
年
度

の
償
還
額
を
全
額
免
除
す
る
。

役場からの

Information 
from Kamiyama Town Hall

お 知 らせ

神山温泉入浴チケット 神山町生活応援商品券（緑色・黄色）
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Information from Kamiyama Town Hall

役場からのお知らせ

（
10
年
間
の
償
還
期
間
中
、
毎
年
居
住

確
認
を
行
い
ま
す
。）

※ 
こ
の
条
例
の
施
行
前
か
ら
償
還
し
て

い
る
者
に
つ
い
て
は
、
経
過
措
置
と

し
て
当
該
年
度
の
償
還
額
を
半
額
免

除
す
る
。

農
業
委
員
会

耕
作
放
棄
地
解
消
啓
発
活
動

　
11
月
24
日
（
木
）
に
耕
作
放
棄
地
解

消
啓
発
活
動
を
神
領
字
川
北
で
行
い
ま

し
た
。

　
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
及
び
そ
の
他
関
係
団
体
の
総
勢

16
名
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
1
、

2
7
1
㎡
の
耕
作
放
棄
地
の
復
旧
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
参
加
者
全
員
で
熱
心
に
草
刈

り
等
を
行
い
、
耕
作
放
棄
地
を
復
旧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
町
内
に
は
ま
だ
多
く
の
耕

作
放
棄
地
が
存
在
し
ま
す
。
今
後
も
、

耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
団
体
：
J
A
名
西
郡

　
　
　
　
　
神
山
町
役
場

　
　
　
　
　
神
山
町
農
業
委
員
会

住
民
課

選
挙
管
理
委
員
の
補
欠

　
選
挙
管
理
委
員
上
田
一
夫
氏
の
退
職

に
伴
い
、令
和
4
年
12
月
1
日
付
け
で
、

新
委
員
に
空
野
一
夫
氏
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
任
期
は
2
0
2
4
年
6
月
29
日
ま
で
。

委　
員

　
空
野　
一
夫 

氏
（
神
領
字
東
大
久
保
）

税
務
保
険
課

建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
な
ど
は

必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日
現

在
に
、
土
地
･
家
屋
等
を
所
有
す
る

人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
建
物
の
取
り
壊

し
や
焼
失
さ
れ
た
と
き
は
、
必
ず
税
務

保
険
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
の
申
告
は

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す

　
神
山
町
内
に
工
場
、
商
店
、
土
木
建

設
業
、
農
業
な
ど
に
用
い
る
事
業
用
資

産
（
他
人
に
貸
し
付
け
て
い
る
も
の
も

含
む
）
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
毎
年

1
月
1
日
現
在
に
お
け
る
償
却
資
産
の

申
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
太
陽
光
発
電
設
備
で
売
電
を

し
て
い
る
場
合
で
も
、
償
却
資
産
の
申

告
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
28
年
1
月
か
ら
償
却
資

産
申
告
書
に
個
人
番
号
・
法
人
番
号
の

記
入
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
申

告
書
提
出
の
際
に
は
、
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
も
必

要
と
な
り
ま
す
。

○
提
出
期
限　
令
和
5
年
1
月
31
日（
火
）

申告の対象となる太陽光発電設備

設置者
（所有者）

余剰買取※1

（発電量10kw未満）

余剰買取
（発電量10kw以上）
全量買取※2

個　人
（住宅用） 【申告対象外】 【申告対象】

個　人
（事業用） 【申告対象】 【申告対象】

法　人 【申告対象】 【申告対象】

※1　�発電された電気を消費し、余った電気
を売電すること

※2　�発電された電気をすべて電力会社へ売
電すること

作業前の農地

復旧後の農地

各課へのお問い合わせ
TEL IP

総務課 676-1111 2000　
2001

議会事務局 676-1511 2002
教育委員会 676-1522 2009
建設課 676-1514 2015
産業観光課 676-1118 2007
農業委員会 676-1119 2008
健康福祉課 676-1114 2004
地域包括支援センター 676-1185 2031
住民課 676-1113 2003
税務保険課 676-1115 2005
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Information from Kamiyama Town Hall

役場からのお知らせ

⃝申告受付　役場 1階　税務保険課
⃝申告期間　令和 5年 2月14日（火）～ 3月15日（水）　午前 9時～午後 4時まで
　できる限り次の該当地区の相談日にお越しください。
地　区 相談日 該　当　地　区

上　分   2 月14日（火）石本・名・中峯・西久地・名ヶ平・一宇夫・立岩・川又・門屋・西ノ名 
  2 月15日（水）江田・金泉・中津・大中尾・本根川・奧屋敷・府殿・大影・殿宮・坂丸・柿道・江畠・入手・入手口

広　野
  2 月16日（木）南養瀬・北養瀬・馬地・地野々・橘谷・椚野・大地・名田河・雨返・河口・広野  
  2 月17日（金）南馬喰草・臼嶽・方子・南行者野・二本木・長谷・歯ノ辻・高瀬
 2 月20日（月）下地・北馬喰草・北倉目・南倉目・折木・杉次郎・中峯・峯長瀬・田ノ窪・五反地・長瀬・須賀・持部・駒坂

阿　川   2 月21日（火）井ノ谷・福原・本名・船底・黒木・神木・代次・二ノ宮・地ノ平・広石・石堂
 2 月22日（水）松尾・日浦・上河内・宇度木・久保ノ内・府中・宮分・屋那瀬・川平・長代

鬼籠野
  2 月24日（金）猪ノ頭・一ノ坂・坂瀬川・日浦
 2 月27日（月）喜来・黒河・川東・東分・中分・西分
 2 月28日（火）阿保坂・小原・中津川・中内・元山

下　分
  3 月  1 日（水）地野・京地・松ノ本・栗生野・東稲原・矢ノ内・南山・東中稲原・西中稲原・箱石・花ノ木・西稲原
 3 月 2 日（木）大亀石・左右山・東寺・中寺・西寺・下出張・中出張・上出張・今井・下大草・上大草・美登里
 3 月 3 日（金）安吉・三ツ木・中内・竹平・千里西部・樫谷・宇井・中喜来・下喜来・焼山・長野・蔭・中谷・名本

神　領

  3 月  6 日（月）日浦・影・高浜・本野間・筏津・大埜地
 3 月 7 日（火）石堂・谷・長倉・寄井西・寄井中・寄井東・東寄井
 3 月 8 日（水）中津・大久保・西上角・南上角・本上角・北上角
 3 月 9 日（木）西地・南谷・北傍地・奥谷・板挟・小野東・小野西

左右内   3 月10日（金）左右内地区全域

【申告が必要な方】
　○農業・営業・不動産・一時所得などの所得がある方　
　○給与を 2箇所以上から支払を受けている方
※収入が無い方でも国保税や後期・介護保険料、各種手当の算定に申告が必要です。

【申告が不要な方】
　○年末調整がお済みの方
　○公的年金のみで他に収入が無く、扶養控除などに変更が無い方
　○アスティとくしまやe-Taxで確定申告される方
※ただし、障害・遺族年金を受給されている方は申告が必要です。

【申告に必要なもの】
　①案内ハガキ（ 1月中旬発送予定）、マイナンバー（通知）カード、本人確認書類
　②農業・営業等・不動産所得者の方は収支内訳書
　③給与や年金の源泉徴収票
　④社会保険料、生命・地震保険料などの払込証明書類
　⑤所得税の還付を受ける方は、預貯金口座が確認できるもの
　⑥その他申告に必要な書類
※医療費控除を申告する方は、「医療を受けた人」「病院」ごとに必ず計算しておいてください。

【次の方は、アスティとくしまで確定申告をお願いします。】　
　○青色申告の方　　　　　　　　  ○株・配当所得、土地等の譲渡所得がある方
　○準確定申告（死亡者の確定申告）  ○住宅借入金等特別税額控除のある方
　○過年分（令和 3年分以前のもの）  ○個人事業税、消費税の申告
アスティとくしま　徳島市山城町東浜傍示 1－ 1
申 告 期 間　令和 5年 2月16日（木）～ 3月15日（水）　午前 9時～午後 4時まで
閉庁日対応　2月19日（日）、2月26日（日）
※ スマホやパソコンで国税庁ホームページ（確定申告作成コーナー）にアクセスすれば、画面の案
内に沿って入力するだけで申告書が作成できます。
　e-Taxをぜひご利用ください。
※お問い合わせ先　税務保険課　電話 676－1115　IP電話 2005　
　　　　　　　　　徳島税務署　電話 622－4131

「確定申告書等作成
コーナー」はこちら！

令和 5年度令和 5年度（令和 4年分）（令和 4年分）税申告相談を行います税申告相談を行います
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健
康
福
祉
課

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
改
選

さ
れ
ま
し
た

　

3
年
に
一
度
の
一
斉
改
選
が
行
わ

れ
、
新
し
く
39
名
（
う
ち
主
任
児
童
委

員
2
名
）
の
方
々
が
、
令
和
4
年
12
月

1
日
付
で
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
3
年
間
で
、
令
和
7
年
11
月

30
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
高
齢
者

の
見
守
り
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ま

の
相
談
役
、
ま
た
行
政
と
の
パ
イ
プ
役

と
し
て
、
主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
に

関
す
る
事
を
専
門
に
活
動
さ
れ
ま
す
。

Information from Kamiyama Town Hall

役場からのお知らせ

地　区 担　当　地　区 氏　名 住　所

上　分

江田・金泉 佐藤　信弘 江　田
中津・大中尾 山口　純一 金　泉
本根川・府殿・殿宮・大影・坂丸・江畠・入手 新居　　勝 殿　宮
名・中峯・西久地・名ケ平・一宇夫・立岩・西ノ名 池本　公一 西久地
川又西・川又中 竹内加根子 川又西
川又南・川又東・門屋・川又南団地 和田　州英 川　又

下　分

地野・京地・松ノ本・栗生野 粟飯原勝芳 栗生野
南山・矢ノ内・花箱・稲原・下分団地 中　　光治 西稲原
大亀石・左右山・今井・西寺・東寺 南上　義治 左右山
今井・谷口・安吉・大久保・今井団地 松浦ひろみ 安　吉
下喜来・中喜来・焼山・名本・蔭・長野・中谷 横川　健司 中喜来
三ツ木・中内・竹平・拝府・暮石・樫谷・宇井 森　　公弘 拝　府

左右内
黒口・刈初・鍋岩・庄部・横倉・南峯 西内　正浩 南　峯
松坂・城川内・左右内・釘貫・馬地・地中 笠井　法真 地　中

神　領

谷・石堂・長倉 撫養　文子 谷
寄井西・寄井中・寄井東・影 森下　隆司 北
東寄井第 1、2・日浦・第二寄井団地 北新居堅二 北
野間・東寄井第 3 谷　　史代 西野間
大埜地・中津・大久保 鍛冶　　昇 東大久保
上角 大塩　貴行 南上角
青井夫 河野　敏成 西青井夫
小野・板挟 岩丸　久子 西小野

鬼籠野

猪ノ頭・一ノ坂 佐々木公男 一ノ坂
坂瀬川・日浦・黒河・喜来 佐々木昇志子 喜　来
川東・東分・中分・西分・阿保坂 川野　恒治 阿保坂
小原・中内・中津川・元山 河野眞里代 元　山

阿　川

井ノ谷・福原・本名・黒木・船底・井ノ谷団地 河野　　進 本　名
神木・地ノ平・二ノ宮・代次 鬼田　　博 地ノ平
広石・石堂・松尾・日浦・上河内・宇度木 相原　利章 松　尾
府中・久保ノ内・宮分・川平・屋那瀬・長代 宇坂　　稔 長　代

広　野

養瀬・馬地・地野々・橘谷 田中　幸子 地野々
椚野・大地・河口・名田河・広野 髙橋　國夫 大　地
南馬喰草・方子・臼嶽・南行者野 坂東　孝志 南行者野
長谷・歯ノ辻・高瀬・高瀬団地 髙橋　　勇 歯ノ辻
北馬喰草・杉次郎・倉目・折木・下地・下地団地 森　　洋子 下　地
峯長瀬・田ノ窪・五反地・中峯 阿部　三樹 五反地
長瀬・須賀・持部・駒坂 阿部　保正 長　瀬

主任児童委員（神山町全域）
髙野美佐子 今　井
岩田　孝文 中　内
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「
近
畿
神
山
会
第
30
回
総
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
11
月
20
日（
日
）に
、「
近
畿
神
山
会
」

第
30
回
記
念
総
会
が
大
阪
市
・
ホ
テ
ル

ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
で
開
催
さ
れ
、
会
員

43
名
と
来
賓
を
合
わ
せ
て
56
名
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
２
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た

第
29
回
総
会
か
ら

約
３
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し

た
。
マ
ス
ク
や
消

毒
等
の
感
染
対
策

を
実
施
し
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た

が
、
無
事
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
平
成
4
年
2
月
の
設
立
総
会
か
ら
、

30
回
目
の
記
念
総
会
と
い
う
こ
と
で
、

記
念
行
事
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
や
む
を
得
ず
中
止
し
、
縮
小

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
近
畿
神
山
会
の
柳
澤
会

長
の
挨
拶
に
続
き
、
後
藤
町
長
と
県
議

会
岩
丸
議
員
、
県
人
会
近
畿
連
合
会
木

岡
会
長
、
徳
島
県
関
西
本
部
正
木
本
部

長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
会
員
に
よ
る
漫
談
、

演
奏
、
合
唱
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場
の

入
口
で
は
、
道
の
駅
旬
の
市
神
山
が
事

前
注
文
の
あ
っ
た
商
品
や
ア
ジ
、
ボ
ウ

ゼ
の
姿
寿
司
を
販
売
し
、
大
勢
の
参
加

者
が
購
入
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
、

全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し
、
盛

会
の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。

令
和
4
年
度
戦
没
者
追
悼
式

が
行
わ
れ
ま
し
た

　
2
年
間
中
止
と
な
っ
て
い
た
神
山
町

戦
没
者
追
悼
式
が
令
和
4
年
11
月
8

日
、
神
山
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

に
て
行
わ
れ
、
ご
遺
族
の
皆
様
を
は
じ

め
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
列
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
後
藤
町
長
が
戦
没
さ
れ

た
9
1
9
人
を
し
の
び
、「
私
た
ち
が

日
々
豊
か
な
暮
ら
し
を
享
受
で
き
る
の

は
、
戦
争
に
よ
っ
て
多
く
の
方
々
の
尊

い
命
の
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
て
い
る
こ

と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

先
の
大
戦
で
、
戦
没
者
の
皆
様
が
尊
い

命
を
も
っ

て
示
さ
れ

た
戦
争
の

悲
惨
さ

と
、
平
和

へ
の
尊
さ

を
風
化
さ

せ
る
こ
と

な
く
、
次

の
世
代
に

語
り
継
い

で
い
く
こ

と
が
、
私
た
ち
に
課
さ
れ
た
使
命
で
あ

る
と
共
に
、
平
和
は
人
類
共
通
の
願
い

で
あ
り
ま
す
。」
と
追
悼
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
徳
島
県
遺
族
会
会
長
ら
に
よ

る
追
悼
の
こ
と
ば
が
捧
げ
ら
れ
、
最
後

に
、
参
列
者
全
員
が
白
い
菊
花
を
祭
壇

へ
さ
さ
げ
、
英
霊
の
冥
福
と
恒
久
の
平

和
を
祈
り
ま
し
た
。

第
22
回

神
山
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
令
和
4
年
11
月
29
日
（
火
）
タ
カ
ガ

ワ
東
徳
島
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お
い
て
，

第
22
回
神
山
町
民
ゴ
ル
フ
大
会（
主
催：

神
山
町
体
育
協
会
）を
開
催
し
ま
し
た
。

55
名
の
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
優　
勝
： 

鎌
田　
克
治

　
準
優
勝
： 

佐
藤　
　
正

　
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
（
男
子
）：

　
　
　
　
　
佐
藤　
　
正
（
79
）�

　
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
（
女
子
）：

　
　
　
　
　
高
橋　
君
江
（
85
）

　
※
（　
）
内
は
ス
コ
ア
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令
和
4
年
度「
税
の
作
品
展
」

入
選
者
紹
介

　
徳
島
税
務
署
が
主
催
す
る
令
和
4
年

度
「
税
の
作
品
展
」
に
お
い
て
、
神
領

小
学
校
3
年�
谷
ひ
な
の
さ
ん
の
税
に

関
す
る
作
品
（
書
道
）
が
優
秀
作
品
と

し
て
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
入
選
を
糧
に
、
谷
ひ
な
の
さ
ん

の
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

2
0
2
2
年
度　
築
こ
う
人

権
の
ま
ち
運
動
人
権
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
者
決
ま
る

　
神
山
町
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
、

生
徒
、
保
護
者
と
城
西
高
校
神
山
校
の

生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
夏
休
み
の
課
題
と

し
て
人
権
標
語
と
人
権
ポ
ス
タ
ー
の
制

作
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
数
の
ご
応
募
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
応
募
さ
れ
た
作
品
の
中
よ
り
、
一
部

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
最
優
秀
作
品
は
、
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
図
案
と
し
て
啓
発
活
動

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

森
林
づ
く
り
体
験
が
実
施
さ

れ
ま
し
た

　
令
和
4
年
11
月
16
日
（
水
）
に
上
分

字
中
津
の
矢
治
谷
町
有
林
に
お
い
て
、

神
山
椎
茸
生
産
販
売
協
同
組
合
7
名
と

神
領
小
学
校
5
年
生
16
名
が
、「
と
く

し
ま
協
働
の

森
づ
く
り
事

業
」
に
よ
り

育
て
た
苗
木

の
植
樹
活
動

を
行
い
ま
し

た
。
活
動
に

参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
徳

島
森
林
づ
く

り
推
進
機
構

や
県
、町
職
員
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

ク
ヌ
ギ
4
0
0
本
、
モ
ミ
ジ
1
0
0
本

を
植
樹
し
ま
し
た
。

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会

長
表
彰
を
受
賞

　
6
月
20
日
、
西
田
聖
子
さ
ん
が
日
本

更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

西
田
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
神

山
町
更
生
保
護
女
性
会
役
員
と
し
て
、

日
々
愛
情
と
熱
意
を
も
っ
て
過
ち
に

陥
っ
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
犯
罪
予
防
に
尽

く
さ
れ
、
更
生
保
護
女
性
活
動
の
推
進

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
が
認

TOWN EVENTS
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《
標
語
の
部
》

　
最
優
秀
賞

　
多
様
性

　
　
　
自
分
ら
し
さ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
大
切
に

�

神
山
中
学
校
3
年
　
下
窪
　
春
花
さ
ん

　
優
秀
賞

　
あ
い
さ
つ
は

　
　
　
み
ん
な
の
心

　
　
　
　
　
　
つ
な
ぐ
糸

�

広
野
小
学
校
2
年
　
尾
道
さ
く
ら
さ
ん

　
友
だ
ち
の

　
　
　
す
き
を
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　
　
　
見
つ
け
よ
う

�

神
領
小
学
校
3
年
　
岩
田
　
　
空
さ
ん

　
あ
り
が
と
う

　
　
　
な
ぜ
か
う
れ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
言
葉

�

神
山
中
学
校
1
年
　
中
川
　
地
球
さ
ん

　
な
く
そ
う
差
別
　
大
人
が
模
範

　 

大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る

�

神
山
中
学
校
保
護
者
　
佐
々
木
洋
二
さ
ん

《
ポ
ス
タ
ー
の
部
》

　
最
優
秀
賞

　
神
山
中
学
校
3
年

�

　
道
上
　
咲
乃
さ
ん

　
優
秀
賞

　
神
領
小
学
校
1
年

�

　
神
先
　
由
築
さ
ん

　
広
野
小
学
校
3
年

�

　
織
田
の
の
か
さ
ん

　
広
野
小
学
校
5
年

�

　
森
本
　
王
流
さ
ん

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
　
最
優
秀
賞
】

　
神
山
中
学
校
3
年
　
道
上
　
咲
乃
さ
ん
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め
ら
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
受
賞
に
お
歓
び
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

徳
島
県
精
神
保
健
福
祉
協
会　

精
神
保
健
福
祉
功
労
者
表
彰

受
賞

　
11
月
8
日
、
徳
島
市
ふ
れ
あ
い
健
康

館
で
令
和
４
年
度
精
神
保
健
福
祉
功
労

者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
粟
飯
原
國
子

さ
ん
が
精
神
保
健
福
祉
功
労
者
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
粟
飯
原
さ
ん
は
、
障
が
い
者
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ハ
ー
ト
・
か
み
や

ま
」
が
発
足
し
た
平
成
10
年
か
ら
所
属

し
、
平
成
30
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

「
ハ
ー
ト
・
か
み
や
ま
」
の
副
会
長
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
「
ハ
ー
ト
・
か
み
や
ま
」

の
維
持
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
う
め
っ
こ

作
業
所
メ
ン
バ
ー
さ
ん
の
気
持
ち
を
大

切
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
広
い
視
野

と
当
事
者
に
対
す
る
深
い
愛
情
で
、
き

め
細
や
か
な
支
援
を
継
続
し
て
こ
ら

れ
、こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

粟
飯
原
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
賞
を
い

た
だ
き
、
大
変
嬉
し
く
感
謝
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
と
も
に
、

楽
し
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。」
と
受
賞
の
喜
び
を

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
に
お
歓
び
を
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

神
山
温
泉
す
だ
ち
マ
ラ
ソ
ン

　
11
月
20
日
、
第
39
回
神
山
温
泉
す
だ

ち
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

は
、
下
分
公
民
館
を
中
心
と
し
た
コ
ー

ス
で
行
い
ま
し
た
。
総
勢
、
1
0
6
名

の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
、
日
々
の
練
習

の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
各
部
優

勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
大
会
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
般
の
部
女
子　
7.6
㎞

　
優
勝　
松
本　
里
佳　
49
分
01
秒
56

一
般
の
部
男
子　
7.6
㎞

　
優
勝　
北
山　
敬
典　
35
分
13
秒
88

一
般
の
部
女
子　
3.2
㎞

　
優
勝　
大
元　
唯
愛　
13
分
28
秒
90

一
般
の
部
男
子　
3.2
㎞

　
優
勝　
橋
本　
　
篤　
12
分
13
秒
33

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
部
女
子　
1.3
㎞

　
優
勝　
湯
淺
う
ら
ら
（
神
領
西
）

�

　
5
分
43
秒
14

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
部
男
子　
1.3
㎞

　
優
勝　
眞
鍋　
一
生　
（
神
領
西
）

�

　
5
分
20
秒
98

青
少
年
健
全
育
成
神
山
町
民

会
議
小
学
生
公
演

　
11
月
22
日
（
火
）
広
野
小
学
校
体
育

館
に
お
い
て
、
青
少
年
健
全
育
成
神
山

町
民
会
議
の
主
催
す
る
、
町
内
両
小
学

校
児
童
を
対
象
と
し
た
創
作
舞
踊
劇
観

賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

四
国
大
学
生
活
科
学
部
児
童
学
科　
田

村
ゼ
ミ
の
3
・
4
年
生
に
よ
る
創
作
劇

「
な
な
い
ろ

の
ゆ
め
」
を

観
賞
し
ま
し

た
。

　
児
童
た
ち

は
普
段
観
る

こ
と
の
な
い

劇
を
、
楽
し

く
観
覧
し
ま

し
た
。
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Other Information

その他のお知らせ

「
つ
な
が
り
支
援
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
と
く
し
ま
」
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
徳
島
県
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！
女

性
つ
な
が
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
」と
し
て
、

「
つ
な
が
り
支
援
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
く

し
ま
」
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
を
抱
え

る
女
性
を
対
象
に
「
W
E
B
相
談
や
居

場
所
づ
く
り
」、「
生
理
用
品
の
提
供
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
神
山
町
で
は
社
会

福
祉
協
議
会
に
て「
生
理
用
品
の
提
供
」

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

提
供
時
期

　
・
11
月
15
日
～
2
月
末
ま
で

提
供
の
条
件

　
・
女
性
1
人
に
つ
き
1
パ
ッ
ク

　
・�

男
性
の
方
に
は
お

渡
し
で
き
ま
せ
ん

その他の

Other Information

お 知 らせ

小学生～高校生のための春休み海外研修交流事業
参 加 者 募 集

【問い合わせ・資料請求】公益財団法人　国際青少年研修協会
　　　　　　　　　　　 住所　〒170－0013　東京都豊島区東池袋 2－23－ 2　UBG東池袋ビル 6階
　　　　　　　　　　　 電話 03（6825）3130　FAX 03（3981）2712
　　　　　　　　　　　 E-MAIL info@kskk.or.jp　URL http://www.kskk.or.jp

　公益財団法人・国際青少年研修協会では、春休み海外研修交流事業の参加者を募集してい
ます。海外生活を通して交流を体験し、国際感覚を養うことを目的に実施します。初めて海
外へ行かれる方も安心して参加できるように事前説明会（対面式・オンライン）や事前研修
会も実施し、準備からサポートいたします。

【研修国】　イギリス・オーストラリア・カナダ・サイパン・ハワイ・カンボジア・ネパール

【内　容】　ホームステイ・英語研修・学校訪問・文化交流・地域見学・野外活動等
　　　　　＊研修国（コース）により体験内容をお選びいただけます。

【説明会】　オンライン形式　＊実施日については別紙をご参照ください。

【日　程】　3月26日（日）～ 4月 6日（木）の内 7～12日間
　　　　　＊研修国（コース）により異なります。

【対　象】　小 3～高 3の方まで　＊コースにより対象学年が異なります。

【定　員】　各10名

【参加費】　34万 8千円～78万 8千円
　　　　　＊研修国（コース）によって異なります。

【締　切】　1月12日（木）、1月25日（水）　締め切り日まで受付します。
　　　　　＊研修国（コース）によって異なります。
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徳島税務署からのお知らせ

　令和 5年10月 1日から、消費税の仕入税額控除の方式として適格請求書等保存方式（インボイス
制度）が実施されます。
　事業者の皆様には、インボイス制度について理解を深めていただき、インボイス制度の実施に向け
て必要な準備を進めていただくため、インボイス制度等説明会を開催しますので、是非ご参加ください。
インボイス制度説明会（消費税の仕組みから知りたい方向け）
インボイス制度の概要に加えて、消費税の基本的な仕組み等について説明します。

開催日時 開催場所 定員 お問い合わせ先

令和 5年 1月23日（月）
� 10：00～11：00

徳島税務署　3階大会議室
（徳島市幸町三丁目54番地） 40名 徳島税務署　総務課

℡088－622－4131（代表）

令和 5年 2月21日（火）
� 10：00～11：00

徳島税務署　別室会議室
（徳島市幸町三丁目54番地） 25名 徳島税務署　総務課

℡088－622－4131（代表）

令和 5年 3月22日（水）
� 10：00～11：00

徳島税務署　別室会議室
（徳島市幸町三丁目54番地） 25名 徳島税務署　総務課

℡088－622－4131（代表）

※　説明会の最後に共催団体よりインボイス制度関係の助成金などの説明を行います。

インボイス制度説明会（登録申請相談会）
インボイス制度の概要を説明後、希望される方を対象に申請手続きのサポートを行います。

開催日時 開催場所 定員 お問い合わせ先

令和 5年 1月24日（火）
� 10：00～11：00

徳島税務署　3階大会議室
（徳島市幸町三丁目54番地） 40名 徳島税務署　総務課

℡088－622－4131（代表）

令和 5年 2月22日（水）
� 10：00～11：00

徳島税務署　別室会議室
（徳島市幸町三丁目54番地） 25名 徳島税務署　総務課

℡088－622－4131（代表）

令和 5年 3月24日（金）
� 10：00～11：00

徳島税務署　別室会議室
（徳島市幸町三丁目54番地） 25名 徳島税務署　総務課

℡088－622－4131（代表）

※　説明会の最後に共催団体よりインボイス制度関係の助成金などの説明を行います。

※�　説明会開催日程等の最新情報は、高松国税局ホームページ内「税に関する情報」
の「消費税のインボイス制度説明会に関するお知らせ」をご参照ください。

徳島税務署　【共催】徳島税務署管内青色申告会連合会
　　　　　　　　　 （公社）徳島法人会、徳島間税会

事業者
の皆様

へ 要事前
予 約

消費税インボイス制度等説明会について消費税インボイス制度等説明会について

○会場収容人数の都合上、事前予約制としますので、事前に問合せ先まで申込みをお願いします。
○新型コロナウイルス感染症等拡大状況によっては、中止又は延期する場合がございますので、あらかじめご了承ください。
○感染症拡大防止の観点から、マスクの着用、手指消毒などのご協力をお願いいたします。
○代表電話にお問い合わせいただく際は、自動音声案内にしたがって、「2」を選択してください。
○説明会場の駐車場には限りがございます。ご来場の際には、乗り合わせや公共交通機関等をご利用ください。

●インボイス制度等説明会にご参加いただく方へ
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生活支援体制整備事業の取り組みについて連載でお知らせしていきます

みんなで どなんぞ しちゃげんで！通信⑮

お問い合わせ 神山町地域包括支援センター（担当：下窪・溝田）
IP：2031　TEL：088－676－1185

神山つなぐ公社（担当：田中）
IP：4700

編編外外番番

　ご近所に暮らす高齢者のことが気になりながら「なにかした
い気持ちはあるけど、なにができるんだろう？」「いつもと違
うなと感じても、どこに連絡したらいいかわからない」という
声から、みんなの「知りたい」「なにかしたい」を持ちよって、
11月に座談会形式の講座を開催しました。講座は今後も継続
して開催していく予定です。
　若い世代の参加も多く、この
事業の展開をともに考えてくだ
さっている協議体委員の方から
は「こんなに真剣に町の高齢者
のことを考えている
若い人たちがいるこ
とに大感動でした」
という感想が話され
ました。

～ハロウィンイベントを開催しました～
　少し前の話になりますが、10月29日に商工会青年部と
山びこの共催でハロウィンイベントを行いました。寄井商
店街のお店と協力して、それぞれのお店にお菓子を置いて
もらい、仮装した子供たちが商店街を歩きながらお菓子を
ゲットしていく、本場のハロウィンのような仕組みです。
　私は、当日配るお菓子を小さな袋に詰める担当でした。
ありがたい事に50人以上の参加希望があったため、お菓
子を詰める作業が数日かかりました。正直めちゃくちゃ大変でした…。
　当日は、青年部員数名とmoja�houseの北山さん夫婦、どちらいかの向井さんなど、たくさ
んの人が交通整理スタッフとして子供たちを見守りました。子供たちは、最近流行りのアニメ
キャラや魔女など色んな仮装をしていて、商店街がとってもカラフルになりました。みんな口々
に「トリックオアトリート」とお店の人に伝え、お菓子をもらっていました。お菓子を手に笑
顔になっている子供たちを見て、袋詰めを頑張ってよかったなと嬉しい気持ちになりました。
　商工会館からスタートし、山びこの駐車場でゴール。無事に全員お菓子をゲットでき、ハロ
ウィンイベントは大成功で終えられました。後日、青年部副部長の大家さんから、「保護者の
方から、ハロウィンイベントよかったですって言われたよ。」と聞いて安心しました。
　元々は、山びこの谷さんの主催で毎年行われていましたが、今回、初めて商工会青年部と連
携して開催しました。商店街のたくさんのお店やボランティアの方々のおかげで、無事にやり
遂げられることができ、とても良いイベントとなりました。
� （取材・執筆　神山町商工会　山田　優花）
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　名西消防組合では、令和 4年11月 1日より救急活動向上を図るた
め救急搬送支援システムの運用を開始しました。
　従来は、救急隊が医師に対し、傷病者の受け入れの要請連絡を電話
で行っていましたが、救急搬送支援システムは、タブレット端末を用
いることで、救急隊が入力した情報や写真を医師と情報共有され、医
療機関へ一斉照会等をすることにより、受け入れ決定時間の短縮、早
期搬送に繋がると期待されているものです。
　また本システムは、徳島県下の消防及び医療機関におい
て導入されているもので、病院の空床状況や待機する専門
科医を把握することができ、受け入れ困難事案の低減に繋
がると考えられています。
　このことから、救急隊が現場活動中にタブレット端末で
写真を撮影することがあります。これは、医師に情報を伝
えるためのみに使用するものとなりますので、皆様のご理
解とご協力をよろしくお願いします。

救急搬送支援システム�
� 運用についてのお知らせ

　警察への安全相談、意見・要望などの緊急
を要しない内容のものは、

警察相談電話
（プッシュ回線 ＃9110）
など、各種相談電話をご利用下さい。

悩むより まずは相談 ＃9110

ソーシャルメディアによる
徳島県警からの情報発信

徳島県警察
〈Facebook〉

徳島県警察
〈Twitter〉

徳島県警察
公式チャンネル
〈YouTube〉

▶電話 088－676－1199　　▶IP 2119　　▶FAX 088－676－1390
お問い合わせは、神山消防署まで

駐在所
だより

1月10日は110番の日
「110番」は、県民の皆様と警察を結ぶホットラインとして、24時間
体制で、皆さんの安全で平穏な暮らしを守っています。

110番のかけ方ポイント！
①何があった？
 事件？事故？まず、何があったのかを
話して下さい。
②どこで？
 場所は？近くの目標になる建物、店舗、
官公庁、橋などを教えて下さい。
③いつ？
今、何分位前？

④犯人は？
 犯人は何人？男女？人相？服装？どっ
ちへ逃げた？乗り物は？
⑤いま、どうなっている？
 怪我人は？被害の状況は？
⑥あなたの住所、名前は？
 あなたの住所、名前、連絡先を正確に
教えて下さい。

耳や言葉等の不自由な方からの110番の方耳や言葉等の不自由な方からの110番の方
★「FAX110番」による110番の方★「FAX110番」による110番の方

FAXによる110番通報もできます。FAXによる110番通報もできます。
徳島県警察聴覚障がい者用「FAX110番」徳島県警察聴覚障がい者用「FAX110番」
電話　088－655－3110電話　088－655－3110

「事件・事故の内容（いつ・どこで・なにがあったのかなど）」「事件・事故の内容（いつ・どこで・なにがあったのかなど）」
及びあなたの住所、氏名、電話番号を記載して送信して下さい。及びあなたの住所、氏名、電話番号を記載して送信して下さい。

消防署
だより
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国 民

年
だより

金
基礎年金ともいわれ、国民皆年金制度により、20歳以上60歳未満の
すべての人が、加入しなければならない公的年金のこと。
一定額の保険料を納めることにより、老齢、障害、死亡によって、そ
の人や家族の生活が脅かされないように保障する社会保障制度の一つ
です。

国民年金とは  

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障害が残ったとき、家族の働き手が亡
くなったときに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は20歳以上60歳未満の方は加入することが義務付けられています。
　20歳になったら忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります
　国民年金は20歳から60歳までの方が加入し、保険料を納める制度です。
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたっ
て保障されます。

◎老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。
障害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また、遺族年金は加
入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶
者」や「子」）が受け取れます。

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」
◎「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民
年金保険料の納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学、大学院、短期大学、高等学校、
高等専門学校、専修学校及び各種学校（修業年限 1年以上である課程）、一部の海外
大学の日本分校に在学する方です。
◎「納付猶予制度」
　学生でない50歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に国民
年金保険料の納付が猶予される制度です。
★平成28年 6月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象となります。

20歳になったら国民年金

詳しくは徳島北年金事務所　電話088-655-0200
または住民課年金係　電話088-676-1113（IP2003）までお問い合わせください。
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神山町民の高血圧の実態について
　町民の皆様の血圧の状況は次のデータをご覧ください。

収縮期血圧（上の血圧）平均値
神山町国民健康保険における特定健診結果
  単位：mmHg

H27 H28 H29 H30 R1 R2
男性 126 128 128 128 130 131
女性 128 128 129 129 130 130

お問い合わせ・健康に関するご相談は　神山町健康福祉課　676－1114　IP 2004

② 自分の血圧値をみてみよう
上の血圧（収縮期）下の血圧（拡張期）

mmHg mmHg
高血圧はⅢ度180以上
　　　　Ⅱ度160以上
　　　　Ⅰ度140以上

85mmHg
以下が正常

③ 血圧が高くなると影響する臓器は…
脳 心臓 腎臓

脳の血管は複雑に曲がってい
て太い血管から細い血管にな
るため圧が高いと血管が傷み
やすい構造です。

心臓からの強
力な圧に常に
さらされてい
ます。

腎臓の血管は
壁が薄く圧も
かかりやすく
なっています。

正常な血圧を保つことで全身の血管を守ることができます。
毎日の血圧の記録に「血圧記録手帳」をご活用ください。健康福祉課にて無料配布しています。

健　康
づくり
シリーズ

vol.141血圧が、年々、上昇しています！！

①まずは家庭で血圧を測ってみましょう　ふだんの血圧の状態が正確に分かります
○ 1日 2回（朝・夜）測ってみましょう
朝 ○起床後 1時間以内

○トイレに行ったあと
○朝食前、薬を飲む前

夜 ○寝る直前
○入浴や飲酒の直後は避ける

測定時のポイント
○ 椅子に座って 1～ 2分経っ
てから測定する
○ 左上腕部（心臓と同じ高さ）
で測定する

高齢になると、薬の数が増えて副作用が起こりやすくなるので注
意が必要です

　75歳以上の高齢者の 4割は5種類以上の薬を使っています。高齢
者では、使っている薬が6種類以上になると、副作用を起こす人が増
えるというデータもあります。

● 使っている薬は、医師に必ず全部伝えましょ
う。

　 薬以外で毎日飲んでいる健康食品やサプリメ
ントがある場合は、その情報も伝えましょう。
● 日頃から、かかりつけの医師や薬剤師を持っ
て、処方されている薬の情報を把握しても
らっておくのが安心です。
● 自分の処方されている薬がわかるように、
お薬手帳を持ちましょう。お薬手帳は一冊
にまとめておきましょう。

　高齢になると、肝臓や腎臓の働きが弱くなり、薬を分解したり体の外に
排泄したりするのに時間がかかるようになります。また、薬の数が増えると、
薬同士が相互に影響し合うこともあります。そのため、薬が効きすぎてし
まったり、効かなかったり、副作用が出やすくなったりすることがあります。

ポリファーマシーについて
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○● 神山町の介護認定状況 ●○
介護
予防
シリーズ

vol.83

地域包括支援センター TEL 088-676-1185　ＩＰ2031お問い合わせ

　要介護認定率とは、介護保険の第 1号被保険者（65 歳以上の人）
のうち、要支援や要介護の認定を受けた人の割合となっております。
下のグラフは、令和 4年度の 7月時点の要介護認定率となっており
ます。合計認定
率は、少し高く
なっております
が、要支援 2・
要介護 2・要介

護 3・要介護 5は、神山町は、全国より低く
出ております。
　皆様の健康づくりや介護予防の取り組みが、
介護が必要となる年齢を遅らせることにつな
がっていると考えられます。

○● 介護予防に取り組む地域のサロン活動 ●○
　2021年 3 月より、上分サロンは、開始し
ました。「上分にもサロンができたら楽しいだ
ろうな。」との思いから、スタートし、上分地
区なので、「上分サロン」と言う名前にしたそ
うです。活動は、上分公民館で、月 1回第 2
水曜日13時～15時に、集まり、100歳体操、
DVD鑑賞、切り絵、塗り絵、ボッチャ、ダー
ツなどをして、和気あいあいとした時間を過
ごしています。
　気軽に、誰でも参加できるサロンなので、
興味がある方は、ぜひ参加してみてください。

笑顔が、絶えず、楽しく活動されている様子がみられました。

サロン名称：上分サロン

　町内各地域で、創意工夫されたサロン活動が展開
され、体力づくりとしてDVDの映像を見ながら「い
きいき100歳体操」に取り組まれています。「近く
のサロンを紹介してほしい」「地域
の人と一緒にサロンをしてみよう
かな」など、サロン活動に関する
ことは、地域包括支援センターま
でお気軽にご相談ください。
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環
境
セ
ン
タ
ー
を

見
学
し
ま
し
た

　
神
山
町
環
境
セ
ン
タ
ー
の
見
学
会
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
神
山
に
引
っ
越

し
て
1
～
2
年
の
方
を
中
心
に
、
12
名

の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ゴ
ミ
の

収
集
、
運
搬
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、種
類
ご
と
に
ど
う
リ
サ
イ
ク
ル
、

最
終
処
分
さ
れ
て
い
る
の
か
を
学
び
ま

し
た
。
私
た
ち
が
出
し
た
ゴ
ミ
を
、
環

境
セ
ン
タ
ー
の
方
た
ち
が
実
際
に
分
別

処
理
し
て
い
る
様
子
も
見
学
で
き
、
各

家
庭
で
き
ち
ん
と
分
別
し
て
ゴ
ミ
を
捨

て
る
大
切
さ
を
、
再
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
す
み
は
じ
め
住
宅
「
寄
井
の
家
」
を

利
用
し
て
移
住
し
た
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

の
原
田
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
移
住
前
の
暮
ら
し
と
仕
事
〉

　
神
山
に
引
っ
越
す
前
は
、
東
京
で
2

年
ほ
ど
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
上
京
す

る
前
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
相
方
と
2
人

で
、
徳
島
で
会
社
を
立
ち
上
げ
た
の
で

す
が
、
会
社
の
運
転
資
金
を
工
面
す
る

必
要
が
出
て
き
た
の
で
、
出
稼
ぎ
す
る

た
め
に
東
京
に
行
き
ま
し
た
。
I
T
エ

ン
ジ
ニ
ア
が
集
ま
る
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に

住
み
な
が
ら
、
週
4
日
は
東
京
の
企
業

の
仕
事
を
業
務
委
託
で
こ
な
し
、
週
2

日
は
自
分
の
会
社
の
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
。
業
務
委
託
で
稼
い
だ
お
金
は
、

ほ
と
ん
ど
会
社
の
経
費
、
融
資
の
返
済

に
充
て
る
よ
う
な
苦
し
い
生
活
で
し

た
。

　
葛
藤
の
す
え
、
起
業
し
た
会
社
か
ら

自
分
は
抜
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
業
務
委
託
の
仕
事
は
神
山
に
移
住

し
た
今
も
続
け
て
い
て
、
音
楽
コ
ン
テ

ン
ツ
を
配
信
す
る
シ
ス
テ
ム
開
発
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
。

〈
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
な
っ
た
経
緯
〉

　
大
学
に
は
進
学
し
た
の
で
す
が
、
学

生
生
活
に
馴
染
め
ず
3
年
で
中
退
し
ま

し
た
。
そ
の
時
に
高
機
能
自
閉
症
と
診

断
さ
れ
、
自
分
が
他
の
人
と
同
じ
よ
う

に
で
き
な
い
な
ら
、
独
学
で
身
に
つ
け

ら
れ
る
仕
事
は
何
か
と
考
え
ま
し
た
。

最
初
は
見
よ
う
見
ま
ね
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
学
ん
だ
り
、
求
職
者
支
援
訓
練

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制
作
講
座
を
受
講
し

た
り
し
ま
し
た
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
応

募
し
た
I
T
の
求
人
は
全
て
採
用
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
後
に
一
緒
に
会

社
を
起
業
し
た
相
方
を
友
人
か
ら
紹
介

し
て
も
ら
っ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
し

て
仕
事
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
だ
未
熟
だ
っ
た
自
分
に
仕
事
の

チ
ャ
ン
ス
を
く
れ
た
相
方
に
は
、
今
で

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

〈
神
山
で
の
暮
ら
し
〉

　
東
京
の
暮
ら
し
は
刺
激
的
だ
っ
た
の

で
す
が
、
コ
ロ
ナ
で
在
宅
勤
務
に
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
環
境
を
変
え
る
た
め

移
住
を
決
め
ま
し
た
。
神
山
で
は
静
か

な
環
境
で
仕
事
も
で
き
て
、
疲
れ
に
く

く
な
っ
た
と
感
じ
て
ま
す
。
水
が
美
味

し
い
の
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
私
は

自
動
車
の
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
の
で

す
が
、
一
念
発
起
し
て
小
型
二
輪
の
免

許
を
取
り
ま
し

た
。
今
は
バ
イ

ク
で
出
か
け
る

の
が
と
に
か
く

楽
し
い
で
す
。

〈
今
後
の
抱
負
〉

　

会
社
で
の
起
業
は
う
ま
く
行
か
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
生
活
も
落
ち

着
い
た
の
で
、
ま
た
自
分
で
新
規
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
に
挑
戦
し
て
、
そ
れ
を
仕

事
の
ひ
と
つ
に
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

◦�
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り�

◦

お問い合わせ
☎676-1177
IP:�2028

NPO
グリーンバレーの
伊藤・吉田が
お届けします。

－ 空き家から出るモノを再利用 －
「モノストック」オープンデー
1／29（日）9時～12時
2／28（火）9時～12時
神領青井夫・旧国道沿い

原田　伸也　徳島市出身
下分西稲原在住

新
規
移
住
相
談
件
数

10
月
…
5
件

11
月
…
11
件
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06

神山町と
神山まるごと高専

神山まるごと高専入試状況と
工事の進捗

　神山まるごと高専は令和 4年11月 1日（火）から推薦入試、12月
1日（木）から一般入試の願書を受け付けました。一般入試は現在進
行中であり、公開できる情報はありませんが、推薦入試についての状
況をお聞きしました。
　また、西上角の寮と大埜地の新校舎の工事の進捗についてもお聞き
しました。

　今月号では、推薦入試の状況と工事の進捗についてお知らせしました。
　推薦入試では競争率19.5倍という応募があり、本当に全国から注目されている学校であることが
わかります。今月号が発刊されるときには一般入試の期間中ということで、こちらもどの程度の応
募があるのか楽しみです。
　また、寮や新校舎を公開する計画もあるということで、こちらも非常に楽しみです。神山まるご
と高専のホームページでは神山杉をふんだんに使うとありますので、どのような建物になるのか期
待が膨らみます。

　令和 4年11月 1日（火）から11月10日（木）まで願書を受け付けまし
た。募集人数約12名に対して、234名の応募があり関心の高さがわかります。
推薦入試は書類審査の 1次試験と、ワークショップ、面接の 2次試験があ
りました。1次試験の合格発表は11月25日（金）にあり、234名中40名が
1次試験を突破しました。2次試験は12月 3日（土）に徳島大学常三島キャ
ンパスで行われ、19名が合格となりました。
　推薦入試の試験内容については次号可能な範囲でお知らせしようと考え
ていますので、ぜひ楽しみにしていてください。

推薦入試

1 次試験　書類審査

2次試験
ワークショップ・面接

合　格

234人

40人

19人

　現在、西上角の旧神山中学校校舎は 1年生から 3年生の寮
への改修、大埜地では新校舎の建設が進んでいます。建設は
順調に進んでおり、2月中旬には工事が完了し、その後備品な

どの搬入が行われま
す。また、3月中旬
ごろには1週間ほど
の間、校舎や寮を町
民の皆様に開放し、
中を見られる期間を
設ける計画もあるよ
うです。こちらも楽
しみにしていてくだ
さい。

寮及び新校舎の工事の進捗について
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まちの公共交通
変わる

利用登録に関して

さあ・くる神山ラボ
「スマホやタブレット使ってみたいけど何から始めていいのかわからない」
「地域アプリ『さあ・くる』って何？」「インターネットで買い物してみたい
けど怖くて…」など、不安な方のためにデジタル相談窓口「さあ・くる神山
ラボ」を神山温泉駐車場にオープンします（令和5年春）。平日は常駐

スタッフがいて、問い合わせに対応したり、講習会を開催する予定です。また、ラボからはまちの身近な
出来事（イベント、役場からのお知らせ、お店情報、議会情報など）をYouTubeを通じて映像で発信
しますので、地域アプリやインターネットからご覧いただけます。

　いよいよ今年４月からまちの公共交通が変わります。町営バスは
3月31日をもって廃止、変わりに家の軒先まで迎えに来てくれる「まち
のクルマ Let's（レッツ）」が運行します。
　Let'sを利用するためには、利用登録が必要となります。役場と支所・
公民館で2月中旬以降に受付できるように準備を進めています。金銭
の助成となりますので、神山町民であって利用登録ができているかを
乗車時に正確に判断するため、マイナンバーカードを利用した認証
をさせていただきます。マイナンバーカードを使うことによって事務
の効率化や運転手の負担軽減、不正利用の防止につながりますので、
どうぞご理解ください。未取得の方は、役場や公民館で申請ができ
ますので、ご準備ください。

　まちのクルマ Let'sの予約は、従来どおり電話で、直接タクシー会
社へ掛けていただいたら予約できます。あと、スマホやタブレットから
でも予約できるように進めています。使い方がわからない方は下記の
「さあ・くる神山ラボ」へお問い合わせください。

　天気予報のとおり、編集後記を書いております本日12月19日
は役場前にも雪が積もりました。先日「町民町内バスツアー」で
伺いましたが、朝夕の気温が3日続けて０℃以下になると、神通滝
が見事な「氷瀑の滝」になるそうです。残念ながら私はまだ見た
ことがありませんので、寒い日が続くのであれば、「氷瀑」した姿
を見に行きたいと思います。　　　　　　　　　　　（松田）

編集後記

不明な点があれば役場総務課へお問い合わせください。

広報に関するお問い合わせ
神山町役場総務課
TEL.088-676-1111

［IP 2001］
soumu@kamiyama.i-tokushima.jp

https://www.town.kamiyama.lg.jp/
神山町

乗車時にマイナンバーカードをかざ
して本人確認をします。

お支払いは、運賃の15%負担でOK。

①利用登録

②乗車時の確認

③運賃15%負担

役場または支所・公民館で利用登録
をします。マイナンバーカードをご準
備ください。
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